
 
 
  
 
 
 
 
 11 月 1 日（金）、神奈川県川崎市に三井住友信託銀行 新百合ヶ丘支店が誕生しました。 

この店舗は、環境配慮型（エコ）店舗第 1 号として、地域社会や環境にやさしい営業活動を実践してまいります。 

 

 

エコ店舗の特徴① ～太陽光発電～ 

店舗の屋上に太陽光発電用パネルを設置し、 

発電した電力は店内ですべて消費しています。 

 

 

 

エコ店舗の特徴② ～省エネ～ 

ビルエネルギー管理システム（BEMS）を導入し、電力使用量を監視しています。 

使用電力量と空調システムを自動制御でき、電力使用量を目標の範囲内で押さえることが可能です。 

 

 

エコ店舗の特徴③ ～電気自動車～ 

営業車として、電気自動車を 2 台導入しました。 

6 時間のフル充電で 225 キロ走行可能という、世界最高の電費性能

を達成しています。 

 

 

 

 

この店舗の敷地面積は、693 平方メートル、2 階建てで延べ 897 平方メートルあります。 

車いすのお客さまにも快適にご利用いただけるよう、エレベーターや多目的トイレなどを設置し、 

バリアフリーに対応しています。 

 

また、この店舗は小田急新百合ヶ丘駅から近く、夜間も人通りが多い場所に開設されました。 

17 時～23 時まで、店舗の外壁面に地名に因んだヤマユリの形をライトアップしています。 

 

メンバー全員が力を合わせ、環境にやさしく地域の皆さまに愛される銀行を目指してまいります。 


